
この度の新入園、並びにご進級誠におめでとうございます。4月の声を聴く

や否や、春を飛び越えて夏を思わせるような日々が度々表れております。

3月の年度末、そして4月の年度初めは何かと多忙を極める時期でもあります。

心身の健康に気を配り季節の変わり目を乗り越えていきましょう。 園⾧
年２回（6月11日・1０月15日）

内科 江原こどもクリニック
江原先生

歯科 大木歯科医院
大木先生

年２回(6月12日・10月9日)

年２回（6月5日・10月16日)

毎月

令和7年度も

ご協力のほど

宜しくお願い

申し上げます。



。

つめはきれいかな？



                         

健康維持のためには、幼少期から生活リズムを整えることが大事です。生活リズムを整える点で特に

大事なことは「朝の生活改善」です。順を追ってチェックしてみましょう。

①きまった時間に起きましょう➜時間に余裕が生まれます
②寝る時間にかかわらず起きる時間は変えない➜遅く寝て寝坊するとリズムが後ろにずれてしまいます

③日光を浴びてさっぱりとしましょう➜体内時計がリセット出来ます
④顔を洗って眠気も洗い流そう➜水の刺激ですっきりします
⑤朝ごはんをしっかりと食べよう➜栄養とエネルギーを十分に摂ることが大切です

以上が生活リズムを整えるポイントの大事な部分です。

朝の生活改善は1日を、そして⾧期にわたり成⾧を促す意味でも

大切なことと言えるでしょう。 園⾧

令和7年6月1日

つくばさくら保育園

看護師 芹田

ほけんだより 6月号
《5月の欠席者情報》

流行性角結膜炎、溶連菌、感染性胃腸炎、また発熱による

欠席者が多くみられました。

≪ 健康診断のお知らせ ≫

6月 5日（木） 歯科検診

6月 11日（水） 内科検診

6月 12日（木） 尿検査 (容器は9日配布)

※ 歯科検診 歯磨き等口腔内をきれいにして９時
までに登園して下さい

※ 内科検診 ９時までに登園して下さい

検診欠席の方は後日、個人で嘱託医へ

受診していただきます

※ 尿検査 尿の検査容器は6月9日に配布します。

提出日の6月12日の朝の尿を採取して

提出してください

提出期限 6月12日の9時30分まで
検査容器、尿パックは数に限りがあるため

紛失しないようお願いします

検診結果は異常があった場合

のみお知らせします。

ご了承ください。

歯と口の健康週間

虫
歯
は
こ
う
し
て
で
き
る

①糖分をもとにプラークができる

② 虫歯菌が酸を出す

③ 酸が歯を溶かす

RSウイルス 4名

感染性胃腸炎 4名

ヘルパンギーナ 4名

流行性角結膜炎 4名

プール熱 1名

リンゴ病 1名

インフルエンザ A 5名 B 1名

コロナウイルス 3名

マイコプラズマ肺炎 2名

手足口病 61名

突発性発疹 9名

溶連菌感染症 8名



感染性胃腸炎、溶連菌感染症、アデノウイルス、発熱による欠席が多くみられました。

夏風邪が流行する季節です。疲れやすい時期ですので、睡眠時間を確保し、うがい、手

洗いを行い、人混みは避けるよう注意しましょう。

こまめに水分を摂り、帽子等で日よけし、体に熱ががこもらないよう、熱中症にも気を

つけましょう。涼しい場所で休憩したり、熱がこもった時は、首や腋窩、足の付け根を冷

やしましょう。

水遊びが始まります
子どもたちが大好きな夏がやってきまし

た。園では、気温などを見ながら、安全に

配慮して水遊びを始めます。水遊びは、体

力を消耗するため、夜は早めに寝かせるな

ど、疲れを残さないようお願いします。

園でも子どもの体調を見ていきますが、

朝体調の悪い時は、担任に伝えてください。

子どもたちが、安全に水遊びを楽しめる

よう、ご協力をよろしくお願いします。

※爪を切ってください。伸びていると、

本人も友だちも怪我の原因となります。

「いつもと違うこと」が

あったらお知らせください。

下痢などの体調不良はもち

ろん、朝起きた時の機嫌、

顔色、食欲など。

★こんな時はプールに入れません★
熱がある。または前日に熱があった

鼻水がでている

のどやその周りが赤い。のどに痛みがある

目が赤く充血している

普段より多く目やにや耳だれがでている

耳の痛みがある

また、汗には体温を調節する大切な役割があり、子どもの

頃に汗をかく機会が少ないと、汗を分泌する汗腺が働かな

くなってしまいます。

汗をいっぱいかいてその後は洗い流してさっぱりとしましょ

う。

汗ケア、スキンケアで健康な肌を保ちながら、この夏を楽

しく過ごしていきましょう。

園長

ウイルス感染によって起こる病気です。他人への感染力も強いので、

必ず受診をして医師の診断を受けましょう。

ヘルパンギーナ
突然の高熱と喉の痛み。口の中、

喉に白っぽい水ぶくれ、口内炎

が特徴です。原因となるウイル

スが複数あるため繰り返しかか

ることもあります。

咽頭結膜熱（プール熱）
喉（咽頭）と目（結膜）に炎症が

起こり、高い熱がでます。白目が

充血し、まぶたが腫れる。涙や目

やにが出る。

流行性角結膜炎(はやり目）
目が腫れ、充血し、普段より多く目やに

や涙が出ます。周りの人への感染源とな

るので、タオルは共有しないようにしま

しょう。

手足口病
手の平、足の裏、口の中に水

疱ができ、発熱することもあ

ります。原因となるウイルス

が複数あるため、何度もかか

る可能性があります。

夏は湿度が高く、汗でしっとりとするため肌が乾燥しにくい時期です。

そして、肌がカサカサしていないので保湿ケアがおろそかになりがちですが、夏にしっかりと保湿するこ

とで、冬の乾燥に負けない肌を作ることが出来ます。



8月7日は「鼻の日」



。



 

尿検査 10月9日 （木）
容器配布10月6日（月）提出日 10月9日（木）

10月9日の朝の尿を9時30分までに提出してください

内科検診 10月15日 （水）
9時30分～になりますので9時までに登園してください

歯科検診 10月17日 (金）
9時～になりますので8時45分までに登園してください

※歯磨き等口の中をきれいにして登園して下さい

朝晩は涼しくなりましたが、まだまだ夏のように暑い日もあります。気持ち良い秋晴れ

の下、園庭で活発に運動する子どもたちの姿もようやく戻ってきました。

さて10月10日は「目の愛護デー」です。子どもの目を守るには感染症や怪我だけでなく

「見え方の異常」にも注意が必要です。異常に気付いたら、早めに受診するようにしま

しょう。

また、成⾧するにつれて、スマホやタブレット、テレビなどの視聴時間が⾧くなりがち

です。しかし、それらが子どもの発達に悪影響を及ぼすことを日本小児科学会が報告し、

アドバイスも出しているところです。

現代は、テレビやゲーム、スマホなど、子どもたちが体を動かさずに遊ぶ時間が⾧くな

りやすいですが、秋は外遊びが楽しめるいい季節ですので、秋晴れのさわやかなお休みに

は、外遊びで十分体を動かすようにしましょう。 園⾧

10月の定期検診についてお知らせ

テレビなどの動画を⾧時間見せていませんか？

成⾧するにつれてスマホやタブレット、テレビなどの視聴時間が⾧くなりがちです。しかし、

無制限にそれらとつきあうことが、子どもの発達に悪影響を与えることがわかってきました。

特に「乳幼児」がテレビなどを⾧時間視聴することが、言語の発達や社会性の遅れにつながるこ

とを日本小児科学会が報告し、どうつきあうか、6つのアドバイスをだしています。

〔６つのアドバイス〕

① 2歳以下の子どもには⾧時間見せない

内容・見方に限らず、⾧時間視聴は言語発達が遅れる危険性が高まる ・味方に限ら

② つけっぱなしはNG

③ 乳幼児に一人で見せない

大人がいっしょに歌ったり、子どもの問いかけに応えたりする

ことが大切がと

④ 授乳中、食事中は消す

⑤ 乳幼児にも、つきあい方を教える。

見見終わったら消すこと。連続して見続けないこと

⑥ 子供部屋に置かない。

１０を横にすると、まゆと目に見えるので、10月10日は『目の愛護デー』

いろいろなものを見せよう
いろいろな距離のもを見る事が、見る

力を育てます。遠くを見るときは目の周

りの筋肉が緩みますが、子どもはただ

「遠くを見て」と言ってもうまく出来ま

せん。

「あの木のてっぺんを見てごらん」など

具体的に声をかけてあげましょう。

家族でルールを決めましょう

スマホやテレビを見る時間を決めま

しょう。大人がスマホを使いすぎていた

り、テレビを⾧時間見たりしていると、

ルールを守る意欲をそいでしまいます。

大人がまず見本を！

連続スマホ15分まで 連続テレビ30分まで



 

（10月の欠席者情報）
10月はコロナ、インフルエンザ、

突発性発疹、手足口病、発熱、

腹痛、頭部打撲

による欠席がありました。

今

日

は

何

の

日

自分で歯磨きをする子も増えてきたと思

います。自分で磨ける子でも、最後はきち

んと仕上げ磨きをしてあげましょう。歯磨

きを苦手とするお子さまには、おうちで歯

磨きカレンダーを作るなど、歯磨きに興味

を持たせるところから始めます。歯磨きが

できたら、カレンダーにシールを貼ったり、

スタンプを押してあげましょう。

11月8日は「いい歯の日」

きれいに磨けてい

るかの歯磨チェッ

クや仕上げ磨きは、

虫歯予防のために

行うようにしてく

ださい。

11月9日は「換気の日」

「いい空気」と読ませることことから換気

の日と言われています。暖房を使用中に換

気が不十分な状態が続くと一酸化炭素中毒

で意識を失うこともあります。空気（風）

の通り道をつくり、1時間に1回、5分程度

の換気を心がけましょう。

11月12日は『皮膚の日」

インフルエンザとかぜは何が違うの？

空気の乾くこの時期は皮膚がカサカ

サになったり、痒くなったりと乾燥が

気になります。タオルでゴシゴシと強

くこすらず、お風呂上りには保湿ク

リームを塗りましょう。

インフルエンザかも

・進行が速い ・38℃以上の高熱

・寒気が強い ・激しい頭痛や筋肉痛

・咳がたくさんでる。

1 1
いい子を守ろう

毎日ギュッとしていますか？

予防接種について

発症を抑え、肺炎や脳炎などの

合併症を防ぐ重症化防止効果が

あります。ワクチンは効果を発

揮するまでに約2週間かかり、

半年程度効果が期待できます。

急性の病気にかかっている場合

や、発熱している子は予防接種

を避けたほうがよいでしょう。

かぜは、喉の痛み、鼻水、くしゃみ、咳な

どの症状が中心で、全身症状はあまり見ら

れません。

インフルエンザは、38℃以上の発熱、頭痛、

関節痛、筋肉痛など、全身症状が突然現れ

ます。また、かぜと同様に、喉の痛み、鼻

水、咳などの症状も見られます。突然の高 子どもはいつでも

『いい子の日』！

毎日1回ギュッとして、心の元気を

チャージしましょう。

樹々の葉が赤や黄色にあざやかに色づいて、散歩が楽しめるいい季節になりました。

朝晩の急激な冷え込みで厚着で登園する子どもたちも増えてきましたが、日中の特に

運動時等は意外と汗をかきます。着脱のしやすい衣服での調節で風邪をひかないように

したいものです。

原因となるウイルスは200種類もあると言われインフルエンザのように変異しやすいも

の、ノロウイルスの様にタイプの多いものもあり油断大敵です。

3つの「保」と言われる「体の保温」「室内の保温」「体の保護」に留意して風邪から

こどもたちを守りましょう。 園⾧

検診、尿検査ご協力ありがとう

ございました。

異常がない場合はお知らせはあり

ませんのでご了承ください。

尿検査結果は後日お知らせします。



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のカレンダーもいよいよ最後の1枚になり、子どもたちの大好きなクリスマスがやってきます。

ジングルベルが聞こえてくる中、子どもたちはと言えば寒さにも負けず元気に遊んでいますが、感染症の

流行も始まっています。

ご家庭においても感染症の予防に向けて、手洗い・うがい・咳エチケット等の徹底が今までにも増して

大切といえます。

また、子どもたちにとって年末年始といえば、これまでに身につけてきた生活習慣が乱れがちになって

しまいます。早寝早起き・規則正しい⾷事、睡眠・歯磨き・排便に心がけ、来たるクリスマスやお正月を

楽しくすごしましょう。 園⾧



ほけんだより 1月号



《1月の欠席者情報》

　 1月は、インフルエンザ、溶連菌感染症、発熱による欠席者がみられました。

つくば市内でコロナ、インフルエンザ、感染性胃腸炎、溶連菌感染症が流行しています。  

手洗 い、うがい、衣服の調節、栄養、睡眠等に気をつけて予防しましょう。

寒い中にも時折、静かな春の足音が聞こえてくるようになりました。早いもので令和7年度も

あと残すところ２か月となりました。

子どもたちといえば、集団生活にもすっかり慣れて段々と体力もついてきたように感じます。

この寒い冬も持ち前の元気さで難なく乗り越えることが出来るでしょう。

寒さ続きの毎日。冷たい空気に触れて自律神経は鍛えられ、病気に強い体を作ります。

積極的に戸外に出て、どんどん外遊びをしましょう。

ところで、またいつもの花粉症の季節がやってくる頃でもあります。

服を着替える、手や顔をよく洗う、髪を洗う、

洗濯物や布団を外に干さないなど、少しでも工夫を

しながら花粉症の季節をやり過ごし、日々を快適に

過ごしていけるようにしましょう。 園⾧

2月3日は節分の日。豆まきは楽しい行事ですが、いり豆は窒息の原因となりやすい

食べ物です。のどにつまらせたり砕けた豆が気管に入り、誤嚥を生じることがあり

ます。5歳ごろまでは食べさせないようにしましょう。

砕いた豆も危険です。家にまいた豆を拾って口に入れないように注意しましょう。

（年⾧児）

MR追加接種をお願いします

MRワクチン

麻しん(Measlesはしか）と風しん(Rubella)

の混合ワクチンです。

今年度内に6歳になる年⾧児は、MR(麻

しん、風しん混合）ワクチンの2期追加接

種の時期に当たります。MRワクチンは、

生後１２～２４ヶ月の間に1回目、5～7歳

の間に2回目定期接種が行われます。就学

前に、かかりつけの医療機関で接種（無

料）を受けるようにしてください。

麻しん

麻しんはとても感染力が強く、免疫をもたない

人が感染すると、ほぼ１００％発症します。発症

すると、肺炎や脳炎、亜急性硬化性全脳炎（ＳＳ

ＰＥ）という重い合併症を引き起こすことがあり、

後遺症を残し、命にかかわる場合もあります。

風しん

『3日はしか」とも言われ、子どもの場合は数

日で治ってしまう比較的軽い病気ですが、大人は

重症化することがあります。また妊婦が感染する

と、『先天性風疹症候群」という胎児の奇形を引

き起こすリスクがあるため、感染拡大を防ぐため

にも、予防接種が重要です。
※ 7歳になる前に接種してください

子ども花粉症について

★衣類をはたくと、花粉が舞い散って逆効果です。

粘着テープなどで取り除いたり、花粉が付きにくい

ツルツル素材の服を選ぶなどがおすすめです。

花 粉 症 の

三 大 症 状

・くしゃみが出る

・鼻水、鼻づまり

が続く

・目をこする

花粉症になると、鼻や目の不快な症状の他に、憂うつになったり、イラ

イラしたりします。ストレスで悪化することもあるので、熱がないなら

大丈夫と油断しないでください。花粉症の症状がずっと続くと不快なだ

けでなく、さまざまな問題を招くおそれがあります。

● 口をいつも開けている

しつこい鼻づまりのために、口呼吸になります。乾いた空気が口か

らのどに入るため、風邪などをひきやすくなるおそれがあります。

● なかなか寝ない

● 日中元気がない。きげんが悪い

息苦しさのために、よく眠れなくなります。そのため、昼間に元気

に遊べなかったり、きげんがわるくなったりします。小学生になると、

授業に集中できないなどの問題がおこってくることもあります。

帰宅後は手洗いうがいの他、

顔も洗いましょう

睡眠が大切な理由
「人生の1/3は睡眠」と言われるように、人間は毎日8時間程を

睡眠にあてています。睡眠は一日中使っていた脳と体の疲労を取

り除き、病気やけがをした時は治す力を高め、回復を早めてくれ

ます。

また「寝る子は育つ」と言われるように、十分な睡眠が体の成

⾧を促進します。特に夜の10時から2時の間は、成⾧ホルモンが

たくさん分泌されます。



 

3月3日耳の日

3月3日は『みみの日』です。耳は音を聞いたり、体のバランスを感じ取ったりする大切な器官です。

子どもの耳ならではの特徴を知って、耳を守りましょう。

耳の仕組みは
耳の仕組みは、大人も子どもも同じで、外耳、

中耳、内耳の３つのパートがあります。

耳の穴から鼓膜までが外耳、鼓膜の奥には、中

耳、内耳があります。内耳では音や体のバラン

スなどをキャッチしています。

ただ、子どもは、大人よりも体が小さいため、

子どもならではの特徴があります。

子どもの耳は耳掃除が大変

耳の構造

耳の穴が小さく、中が見づらいため、耳掃除

が難しいです。また、耳の中の皮膚は敏感なた

め、子どもがいやがって動いて耳の中を傷つけ

ることや、きょうだい児が抱きついてきて耳か

きが押されて鼓膜が破れる事故も。

困ったら耳鼻科で相談しましょう

普段の耳のケアは、おふろ上がりなどに耳の

穴の入り口を綿棒でぬぐうだけでもOKです。

綿棒を奥に入れてしまうと、耳あかを奥に押し

込んでしまうことになります。耳あかがたまっ

ているのに耳掃除が難しいときは耳鼻咽喉科で

相談しましょう。耳掃除のために受診するのは

めずらしいことではありません。

子どもの耳は中耳炎になりやすい
中耳は、「耳管」という官で、鼻の奥とつな

がっています。子どもは大人に比べて耳管が短く、

傾きがなだらかなため、鼻の中のウイルスや細菌

が耳管を通って中耳に入りやすく、中耳炎を起こ

しやすいのです。

※ 汚れた手で耳を触らな

いようにしましょう。

傷がつくと外耳炎を起こす

ことがあります。

鼻水を放っておかない

鼻水が出ているのをずっと放っ

ておくと、鼻水の中にウイルスや

細菌が繁殖し、中耳炎の原因とな

ります。

鼻水が多いとき、何日も続くとき

は鼻吸い器（鼻汁吸引機）などで

吸ってあげましょう。

鼻をかむときは、片方の鼻の穴を

ふさいで片方ずつやさしくかむよ

うにしましょう。

《2月の欠席者情報》

インフルエンザB3名 コロナ1名 胃腸炎2名、中耳炎2名 突発

性発疹1名 発熱、咳、下痢、嘔吐による欠席もみられました。

今年度もご協力ありがとうございました。

母子手帳はお母さんの妊娠から出産、そしてお子さんの出生から小学校入学（6歳）までの健康

を記録するもので、お母さんとお子さんの健康を切れ目なくサポートするための大切な記録です。

●成⾧発達曲線に育ちを記録していますか？

身体曲線（成⾧曲線）には子どもの身⾧と体重の育ちの目安が

のこっています。ここに、お子さんの身⾧と体重の測定値を記入し、

線で結んでみましょう。

●保管場所を決めていますか？

母子健康手帳は小学生になると使う機会が少なくなりますが、お子さんにとっては大切な「健

康の履歴書」。将来、進学、留学や仕事などで予防接種歴を見るなど、必要な場面があります。

家族で置き場所を決めて大切に保管しておきましょう。

●予防接種、受けそびれはないですか？

3歳以降は予防接種の数が減るため、つい忘れがちですが、日本脳炎やMR、流行性耳下腺炎

（おたふく風邪）などの追加接種があります。せっかく最初の接種を受けても、追加接種を受け

ないと免疫が十分につきません。追加接種を受けそびれないようチェックしておきましょう。

母子手帳、定期的に見直して見ませんか？


